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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年1月30日(2020.1.30)

【公表番号】特表2019-502800(P2019-502800A)
【公表日】平成31年1月31日(2019.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-004
【出願番号】特願2018-532679(P2018-532679)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 290/14     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ   8/42     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/44     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/60     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/73     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   5/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  290/14     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/81     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/46     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/55     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/36     　　　　
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   Ａ６１Ｑ    5/02     　　　　
   Ａ６１Ｑ   19/10     　　　　
   Ｃ０８Ｆ    2/38     　　　　
   Ｃ０８Ｆ    2/22     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月12日(2019.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
重合性モノマー組成物から調製されるＡＳＥポリマーであって、前記ＡＳＥポリマーは、
以下：
（Ａ）一態様では１０重量％～７５重量％、別の態様では２５重量％～６５重量％、およ
び３０重量％～６０重量％の少なくとも１つの酸性ビニルモノマー、その塩、およびその
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混合物；
（Ｂ）一態様では１０重量％～９０重量％、別の態様では２５重量％～７５重量％、およ
び３０重量％～６０重量％の、式：
（Ｉ）ＣＨ２＝Ｃ（Ｘ）Ｚ、
（ＩＩ）ＣＨ２＝ＣＨ－ＯＣ（Ｏ）Ｒ
（ここで、式（Ｉ）および式（ＩＩ）の各々において、ＸはＨまたはメチルであり；Ｚは
－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、
－Ｃ６Ｈ４Ｒ１、－Ｃ６Ｈ４ＯＲ１、－Ｃ６Ｈ４Ｃｌ、－ＣＮ、－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ３、
－ＮＨＣ（Ｏ）Ｈ、Ｎ－（２－ピロリドニル）、Ｎ－カプロラクタミル、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ
Ｃ（ＣＨ３）３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣＨ２ＣＨ２－Ｎ－エチレン尿素、－ＳｉＲ３、－Ｃ（
Ｏ）Ｏ（ＣＨ２）ｘＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（ＣＨ２）ｘＳｉＲ３、または－（ＣＨ２

）ｘＳｉＲ３であり；ｘは１～６の範囲の整数であり；各Ｒは独立してＣ１～Ｃ１８アル
キルであり；各Ｒ１は独立してＣ１～Ｃ３０アルキル、ヒドロキシ置換Ｃ２～Ｃ３０アル
キル、またはハロゲン置換Ｃ１～Ｃ３０アルキルである）
によって表される少なくとも１つの非イオン性ビニルモノマー；
（Ｃ）一態様では０．０１～２０重量％、別の態様では０．５～１０重量％、なお別の態
様では０．７５～７重量％、さらなる態様では１～５重量％、およびなおさらなる態様で
は１．５～３重量％（全一価不飽和モノマーの重量に対する）の多価不飽和両親媒性マク
ロモノマー；および
（Ｄ）一態様では０または０．１重量％～３重量％、別の態様では０．２５重量％～２．
５重量％、および０．５重量％～１重量％（全一価不飽和モノマーの重量に対する）の少
なくとも１つの多価不飽和架橋性モノマー；
を含み、モノマー成分（Ａ）～（Ｄ）の合計が１００重量％になる、
ＡＳＥポリマー。
【請求項２】
前記両親媒性マクロモノマー（Ｃ）が、少なくとも２つの重合性不飽和基を含むか、また
は
前記両親媒性マクロモノマー（Ｃ）が、少なくとも２つのアリル基を含むか、または
前記両親媒性モノマー（Ｃ）が、式：
【化１２】

（式中、Ｒ２０はＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５、またはＣ１４Ｈ２９であり；ｎは１
、２、または３であり；ｘは２～１０であり、ｙは０～２００であり、ｚは４～２００、
より好ましくは５～６０、そして最も好ましくは５～４０であり；ＺはＳＯ３

－またはＰ
Ｏ３

２－のいずれであってもよく、Ｍ＋はＮａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４
＋、またはアルカノール

アミン、例えばモノエタノールアミン、ジエタノールアミン、およびトリエタノールアミ
ンなどである）
によって表されるか、または
前記両親媒性モノマー（Ｃ）が、式：
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【化１３】

（式中、Ｒ２０はＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５、またはＣ１４Ｈ２９であり；ｎは１
、２、３であり；ｘは２～１０であり、ｙは０～２００であり、ｚは一態様では４～２０
０、別の態様では５～６０、さらなる態様では５～４０である）
によって表されるか、または
前記両親媒性モノマー（Ｃ）が、式：

【化１４】

（式中、Ｒ２１は一態様ではＣ８～Ｃ３０のアルキル基、アルカリール基、アルケニル基
、またはシクロアルキル基、そして別の態様ではＣ１０～Ｃ２４のアルキル基、アリール
基、アルキルアリール基、およびアラルキルアリール基であり；Ｒ２２はＣＨ３、ＣＨ２

ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５、またはＣ１４Ｈ２９であり；ｘは一態様では２～１００、そして別の
態様では２～１０であり、ｙは一態様では０～２００、そして別の態様では０または１～
５０であり、そしてｚは一態様では４～２００、別の態様では５～６０、そしてさらなる
態様では５～４０であり；Ｒ２３はＨまたはＺ－Ｍ＋であり、ここで、ＺはＳＯ３

－また
はＰＯ３

２－であり得、Ｍ＋は塩形成カチオンである）
によって表され、好ましくは、前記塩形成カチオンＭ＋が、Ｎａ、Ｋ、およびＮＨ４、ま
たはアルカノールアミンから選択されるか、または
前記両親媒性モノマー（Ｃ）が、式：

【化１５】
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によって表される、
請求項１に記載のＡＳＥポリマー。
【請求項３】
前記モノマー組成物が、少なくとも１つの多価不飽和架橋性モノマー（Ｄ）をさらに含み
、好ましくは、前記架橋性モノマー（Ｄ）が、少なくとも２つのアクリレートエステル基
を有するポリオールのアクリレートエステル、少なくとも２つのメタクリレートエステル
基を有するポリオールのメタクリレートエステル、およびその混合物である、前記請求項
のいずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
【請求項４】
前記酸性ビニルモノマー（Ａ）が、アクリル酸、メタクリル酸、スチレンスルホン酸、２
－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸；およびその塩；およびその混合物か
ら選択され、好ましくは、前記塩が、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩、アンモニウ
ム塩、アルキル置換アンモニウム塩、およびその混合物から選択される、前記請求項のい
ずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
【請求項５】
前記非イオン性ビニルモノマー（Ｂ）が、（メタ）アクリル酸のＣ１～Ｃ８アルキルエス
テル、（メタ）アクリル酸のヒドロキシ置換Ｃ１～Ｃ８アルキルエステル、ビニルＣ２～
Ｃ１０アルカノエート、Ｎ－ビニルピロリドン、およびその混合物から選択され、好まし
くは、前記非イオン性ビニルモノマー（Ｂ）が、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、
メタクリル酸ヒドロキシエチル、酢酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、Ｎ－ビニルピロリド
ン、およびその混合物から選択される、前記請求項のいずれかに記載のＡＳＥポリマー。
【請求項６】
前記モノマー組成物が、前記モノマー組成物の重量に対して一態様では０．０５重量％～
１０重量％、別の態様では０．１重量％～５重量％、そしてさらなる態様では０．５重量
％～１重量％の少なくとも１つの連鎖移動剤（Ｅ）をさらに含み、モノマー成分（Ａ）か
ら（Ｄ）および連鎖移動剤（Ｅ）の合計が、前記モノマー組成物の１００重量％になる、
前記請求項のいずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
【請求項７】
前記重合性モノマー組成物が、以下：
（Ａ）３０重量％～６０重量％の、アクリル酸、メタクリル酸、２－アクリルアミド－２
－メチルプロパンスルホン酸から選択される少なくとも１つの酸性ビニルモノマーまたは
その塩；
（Ｂ）３０重量％～６０重量％の、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタクリル酸
ヒドロキシエチル、酢酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、Ｎ－ビニルピロリドン、およびそ
の混合物から選択される少なくとも１つの非イオン性ビニルモノマー；
（Ｃ）０．５重量％～１０重量％の、式：
【化１６】

（式中、Ｒ２１は一態様ではＣ８～Ｃ３０のアルキル基、アルカリール基、アルケニル基
、またはシクロアルキル基、そして別の態様ではＣ１０～Ｃ２４のアルキル基、アリール
基、アルキルアリール基、およびアラルキルアリール基であり；Ｒ２２はＣＨ３、ＣＨ２

ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５、またはＣ１４Ｈ２９であり；ｘは一態様では２～１００、そして別の
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態様では２～１０であり、ｙは一態様では０～２００、そして別の態様では０または１～
５０であり、ｚは一態様では４～２００、別の態様では５～６０、そしてさらなる態様で
は５～４０であり；Ｒ２３はＨまたはＺ－Ｍ＋であり、ここで、ＺはＳＯ３

－またはＰＯ

３
２－であり得、Ｍ＋は塩形成カチオンである）

によって表される、少なくとも１つの両親媒性マクロモノマー；および
（Ｄ）０または０．１重量％～３重量％の少なくとも１つの多価不飽和架橋性モノマー
を含む、前記請求項のいずれかに記載のＡＳＥポリマー。
【請求項８】
前記少なくとも１つの両親媒性マクロモノマー（Ｃ）が、式：
【化１７】

（式中、ｎは１または２であり；ｚは一態様では４～４０、別の態様では５～３８、そし
てさらなる態様では１０～２０であり；Ｒ２３はＨ、ＳＯ３

－Ｍ＋、またはＰＯ３
－Ｍ＋

であり、Ｍは塩形成カチオンである）
によって表され、好ましくは、前記塩形成カチオンＭ＋がＮａ、Ｋ、およびＮＨ４、また
はアルカノールアミンである、前記請求項のいずれかに記載のＡＳＥポリマー。
【請求項９】
前記重合性モノマー組成物が、以下：
（Ａ）メタクリル酸；
（Ｂ）アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタクリル酸ヒドロキシエチル、酢酸ビニ
ル、ネオデカン酸ビニル、Ｎ－ビニルピロリドン、およびその混合物から選択される少な
くとも１つの非イオン性モノマー；
（Ｃ）式（ＩＶ）～（ＶＩＩ）によって表される少なくとも１つの両親媒性マクロモノマ
ー；および、任意で、
（Ｄ）少なくとも１つの多価不飽和架橋性モノマー
を含むか、または
前記重合性モノマー組成物が、以下：
（Ａ）メタクリル酸；
（Ｂ）アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、ネオデカン酸ビニル、およびその混合物か
ら選択される非イオン性モノマー；
（Ｃ）式（ＩＶ）～（ＶＩＩ）によって表されるマクロモノマーから選択される少なくと
も１つの両親媒性マクロモノマー；および、任意で
（Ｄ）少なくとも１つの多価不飽和架橋性モノマー
を含む、
請求項７または８に記載のＡＳＥポリマー。
【請求項１０】
前記モノマー組成物が慣用的な多価不飽和架橋性モノマーを有していない、前記請求項の
いずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
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【請求項１１】
水性界面活性剤含有組成物であって、以下：
（ｉ）少なくとも１つのアニオン性界面活性剤、少なくとも１つの両性界面活性剤、少な
くとも１つの非イオン性界面活性剤、少なくとも１つの（ａ　ｌｅａｓｔ　ｏｎｅ）カチ
オン性界面活性剤、およびその混合物から選択される界面活性剤；
（ｉｉ）前記組成物全体の重量（１００パーセント活性ポリマー固体に対する全ポリマー
重量）に対して一態様では０．０１～２５重量パーセント、別の態様では０．１～１５重
量パーセント、さらなる態様では０．５～１０重量パーセント、なおさらなる態様では０
．７５～８重量％、そして追加的な態様では１～５重量パーセントの、請求項１～２３の
いずれか１項から選択される少なくとも１つのエマルジョンポリマー；および
（ｉｉｉ）水
を含む、水性界面活性剤含有組成物。
【請求項１２】
以下：
　Ａ）一態様では５重量％～３０重量％、別の態様では６重量％～２５重量％、そしてさ
らなる態様では８重量％～１５重量％の界面活性剤成分（ｉ）；および
　Ｂ）一態様では０．５重量％～５重量％、別の態様では０．７５～３重量％、そしてさ
らなる態様では１重量％～２重量％の前記エマルジョンポリマー成分（ｉｉ）
（総活性ポリマーに対して）
を含む、請求項１１に記載の水性界面活性剤含有組成物。
【請求項１３】
前記アニオン性界面活性剤が、アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェート、
アルキルモノグリセリルエーテルスルフェート、アルキルモノグリセリドスルフェート、
アルキルモノグリセリドスルフェート、アルキルスルホネート、アルキルアルキルスルホ
ネート、アルキルホスホネート、アルキルスルホアセテート、アルキルスルホスクシネー
ト、アルキルエーテルスルホスクシネート、アルキルアミドスルホスクシネート、アルキ
ルスクシネート、アルキルカルボキシレート、アルキルアミドエーテルカルボキシレート
、Ｃ１４～Ｃ１６オレフィンスルホネート、アシルサルコシネート、アシルイセチオネー
ト、アシルメチルイセチオネート、アシルＮ－メチルタウレート、アシルグルタメート、
アシルラクチレート、アシルグリシネート、アシルアラニネート、およびその混合物のア
ルカリ金属塩およびアンモニウム塩から選択される、請求項１１または１２のいずれか１
項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
【請求項１４】
前記両性界面活性剤が、（モノまたはジ）アルキルアンフォアセテート、アルキルベタイ
ン、アミドアルキルベタイン、アミドアルキルスルタイン、およびその混合物から選択さ
れる、請求項１１～１３のいずれか１項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
【請求項１５】
前記非イオン性界面活性剤が、Ｃ８～Ｃ１８アルキルグルコシドおよびポリグルコシド、
Ｃ１０～Ｃ１８脂肪酸のスクロース、グルコース、ソルビトール、ソルビタンおよびポリ
グリセロールエステルから選択される、請求項１１～１４のいずれか１項に記載の水性界
面活性剤含有組成物。
【請求項１６】
前記界面活性剤が、ラウリル硫酸ナトリウムおよびラウリル硫酸アンモニウム、ラウリル
エーテル硫酸ナトリウムおよびラウリルエーテル硫酸アンモニウム、Ｃ１４～Ｃ１６αオ
レフィンスルホン酸ナトリウム、ならびにその混合物から選択され、好ましくは、ラウリ
ルベタイン、コカミドプロピルベタイン、コカミドプロピルヒドロキシスルタイン、およ
びその混合物から選択される両性界面活性剤をさらに含み、さらに好ましくは、前記ラウ
リルエーテル硫酸のナトリウム塩およびアンモニウム塩が、１～３モルのエチレンオキシ
ド単位を含む、請求項１１～１５のいずれか１項に記載の水性界面活性剤組成物。
【請求項１７】
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不溶性物質、微粒子状物質、またはその組み合わせをさらに含む、請求項１１～１６のい
ずれかに記載の水性界面活性剤含有組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　開示の技術のＡＳＥポリマーは、広いポリマー濃度およびｐＨの範囲にわたって粘稠化
効率、長期懸濁安定性、および透明性が改良された界面活性剤含有組成物を提供すること
ができる。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
重合性モノマー組成物から調製されるＡＳＥポリマーであって、前記ＡＳＥポリマーは、
以下：
（Ａ）一態様では約１０重量％～約７５重量％、別の態様では約２５重量％～約６５重量
％、および約３０重量％～約６０重量％の少なくとも１つの酸性ビニルモノマー、その塩
、およびその混合物；
（Ｂ）一態様では約１０重量％～約９０重量％、別の態様では約２５重量％～約７５重量
％、および約３０重量％～約６０重量％の、式：
（Ｉ）ＣＨ２＝Ｃ（Ｘ）Ｚ、
（ＩＩ）ＣＨ２＝ＣＨ－ＯＣ（Ｏ）Ｒ
（ここで、式（Ｉ）および式（ＩＩ）の各々において、ＸはＨまたはメチルであり；Ｚは
－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、
－Ｃ６Ｈ４Ｒ１、－Ｃ６Ｈ４ＯＲ１、－Ｃ６Ｈ４Ｃｌ、－ＣＮ、－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ３、
－ＮＨＣ（Ｏ）Ｈ、Ｎ－（２－ピロリドニル）、Ｎ－カプロラクタミル、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ
Ｃ（ＣＨ３）３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣＨ２ＣＨ２－Ｎ－エチレン尿素、－ＳｉＲ３、－Ｃ（
Ｏ）Ｏ（ＣＨ２）ｘＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（ＣＨ２）ｘＳｉＲ３、または－（ＣＨ２

）ｘＳｉＲ３であり；ｘは約１～約６の範囲の整数であり；各Ｒは独立してＣ１～Ｃ１８

アルキルであり；各Ｒ１は独立してＣ１～Ｃ３０アルキル、ヒドロキシ置換Ｃ２～Ｃ３０

アルキル、またはハロゲン置換Ｃ１～Ｃ３０アルキルである）
によって表される少なくとも１つの非イオン性ビニルモノマー；
（Ｃ）一態様では約０．０１～約２０重量％、別の態様では約０．５～約１０重量％、な
お別の態様では約０．７５～約７重量％、さらなる態様では約１～約５重量％、およびな
おさらなる態様では約１．５～３重量％（全一価不飽和モノマーの重量に対する）の多価
不飽和両親媒性マクロモノマー；および
（Ｄ）一態様では約０または０．１重量％～約３重量％、別の態様では約０．２５重量％
～約２．５重量％、および約０．５重量％～約１重量％（全一価不飽和モノマーの重量に
対する）の少なくとも１つの多価不飽和架橋性モノマー；
を含み、モノマー成分（Ａ）～（Ｄ）の合計が１００重量％になる、
ＡＳＥポリマー。
（項目２）
前記両親媒性マクロモノマー（Ｃ）が、少なくとも２つの重合性不飽和基を含む、項目１
に記載のＡＳＥポリマー。
（項目３）
前記両親媒性マクロモノマー（Ｃ）が、少なくとも２つのアリル基を含む、項目１に記載
のＡＳＥポリマー。
（項目４）
前記両親媒性モノマー（Ｃ）が、式：
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【化１２】

（式中、Ｒ２０はＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５、またはＣ１４Ｈ２９であり；ｎは１
、２、または３であり；ｘは２～１０であり、ｙは０～２００であり、ｚは４～２００、
より好ましくは約５～６０、そして最も好ましくは約５～４０であり；ＺはＳＯ３

－また
はＰＯ３

２－のいずれであってもよく、Ｍ＋はＮａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４
＋、またはアルカノ

ールアミン、例えばモノエタノールアミン、ジエタノールアミン、およびトリエタノール
アミンなどである）
によって表される、項目１に記載のＡＳＥポリマー。
（項目５）
前記両親媒性モノマー（Ｃ）が、式：
【化１３】

（式中、Ｒ２０はＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５、またはＣ１４Ｈ２９であり；ｎは１
、２、３であり；ｘは２～１０であり、ｙは０～２００であり、ｚは一態様では４～２０
０、別の態様では約５～６０、さらなる態様では約５～４０である）
によって表される、項目１に記載のＡＳＥポリマー。
（項目６）
前記両親媒性モノマー（Ｃ）が、式：
【化１４】

（式中、Ｒ２１は一態様ではＣ８～Ｃ３０のアルキル基、アルカリール基、アルケニル基
、またはシクロアルキル基、そして別の態様ではＣ１０～Ｃ２４のアルキル基、アリール
基、アルキルアリール基、およびアラルキルアリール基であり；Ｒ２２はＣＨ３、ＣＨ２

ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５、またはＣ１４Ｈ２９であり；ｘは一態様では２～１００、そして別の
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態様では２～１０であり、ｙは一態様では０～２００、そして別の態様では０または１～
５０であり、そしてｚは一態様では４～２００、別の態様では約５～６０、そしてさらな
る態様では約５～４０であり；Ｒ２３はＨまたはＺ－Ｍ＋であり、ここで、ＺはＳＯ３

－

またはＰＯ３
２－であり得、Ｍ＋は塩形成カチオンである）

によって表される、項目１に記載のＡＳＥポリマー。
（項目７）
前記塩形成カチオンＭ＋が、Ｎａ、Ｋ、およびＮＨ４、またはアルカノールアミンから選
択される、項目６に記載のＡＳＥポリマー。
（項目８）
前記両親媒性モノマー（Ｃ）が、式：
【化１５】

によって表される、前記項目のいずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
（項目９）
前記モノマー組成物が、少なくとも１つの多価不飽和架橋性モノマー（Ｄ）をさらに含む
、前記項目のいずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
（項目１０）
前記架橋性モノマー（Ｄ）が、少なくとも２つのアクリレートエステル基を有するポリオ
ールのアクリレートエステル、少なくとも２つのメタクリレートエステル基を有するポリ
オールのメタクリレートエステル、およびその混合物である、項目８に記載のＡＳＥポリ
マー。
（項目１１）
前記酸性ビニルモノマー（Ａ）が、アクリル酸、メタクリル酸、スチレンスルホン酸、２
－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸；およびその塩；およびその混合物か
ら選択される、前記項目のいずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
（項目１２）
前記塩が、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩、アンモニウム塩、アルキル置換アンモ
ニウム塩、およびその混合物から選択される、項目１１に記載のＡＳＥポリマー。
（項目１３）
前記非イオン性ビニルモノマー（Ｂ）が、（メタ）アクリル酸のＣ１～Ｃ８アルキルエス
テル、（メタ）アクリル酸のヒドロキシ置換Ｃ１～Ｃ８アルキルエステル、ビニルＣ２～
Ｃ１０アルカノエート、Ｎ－ビニルピロリドン、およびその混合物から選択される、前記
項目のいずれかに記載のＡＳＥポリマー。
（項目１４）
前記非イオン性ビニルモノマー（Ｂ）が、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタク
リル酸ヒドロキシエチル、酢酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、Ｎ－ビニルピロリドン、お
よびその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載のＡＳＥポリマー。
（項目１５）
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前記モノマー組成物が、前記モノマー組成物の重量に対して一態様では約０．０５重量％
～約１０重量％、別の態様では約０．１重量％～約５重量％、そしてさらなる態様では約
０．５重量％～約１重量％の少なくとも１つの連鎖移動剤（Ｅ）をさらに含み、モノマー
成分（Ａ）から（Ｄ）および連鎖移動剤（Ｅ）の合計が、前記モノマー組成物の１００重
量％になる、前記項目のいずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
（項目１６）
前記重合性モノマー組成物が、以下：
（Ａ）約３０重量％～約６０重量％の、アクリル酸、メタクリル酸、２－アクリルアミド
－２－メチルプロパンスルホン酸から選択される少なくとも１つの酸性ビニルモノマーま
たはその塩；
（Ｂ）約３０重量％～約６０重量％の、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタクリ
ル酸ヒドロキシエチル、酢酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、Ｎ－ビニルピロリドン、およ
びその混合物から選択される少なくとも１つの非イオン性ビニルモノマー；
（Ｃ）０．５重量％～約１０重量％の、式：

【化１６】

（式中、Ｒ２１は一態様ではＣ８～Ｃ３０のアルキル基、アルカリール基、アルケニル基
、またはシクロアルキル基、そして別の態様ではＣ１０～Ｃ２４のアルキル基、アリール
基、アルキルアリール基、およびアラルキルアリール基であり；Ｒ２２はＣＨ３、ＣＨ２

ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５、またはＣ１４Ｈ２９であり；ｘは一態様では２～１００、そして別の
態様では２～１０であり、ｙは一態様では０～２００、そして別の態様では０または１～
５０であり、ｚは一態様では４～２００、別の態様では約５～６０、そしてさらなる態様
では約５～４０であり；Ｒ２３はＨまたはＺ－Ｍ＋であり、ここで、ＺはＳＯ３

－または
ＰＯ３

２－であり得、Ｍ＋は塩形成カチオンである）
によって表される、少なくとも１つの両親媒性マクロモノマー；および
（Ｄ）約０または０．１重量％～約３重量％の少なくとも１つの多価不飽和架橋性モノマ
ー
を含む、前記項目のいずれかに記載のＡＳＥポリマー。
（項目１７）
前記少なくとも１つの両親媒性マクロモノマー（Ｃ）が、式：
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【化１７】

（式中、ｎは１または２であり；ｚは一態様では４～４０、別の態様では５～３８、そし
てさらなる態様では１０～２０であり；Ｒ２３はＨ、ＳＯ３

－Ｍ＋、またはＰＯ３
－Ｍ＋

であり、Ｍは塩形成カチオンである）
によって表される、前記項目のいずれかに記載のＡＳＥポリマー。
（項目１８）
前記塩形成カチオンＭ＋がＮａ、Ｋ、およびＮＨ４、またはアルカノールアミンである、
項目１６または１７のいずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
（項目１９）
前記重合性モノマー組成物が、以下：
（Ａ）メタクリル酸；
（Ｂ）アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタクリル酸ヒドロキシエチル、酢酸ビニ
ル、ネオデカン酸ビニル、Ｎ－ビニルピロリドン、およびその混合物から選択される少な
くとも１つの非イオン性モノマー；
（Ｃ）式（ＩＶ）～（ＶＩＩ）によって表される少なくとも１つの両親媒性マクロモノマ
ー；および、任意選択で、
（Ｄ）少なくとも１つの多価不飽和架橋性モノマー
を含む、項目１６～１８のいずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
（項目２０）
前記重合性モノマー組成物が、以下：
（Ａ）メタクリル酸；
（Ｂ）アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、ネオデカン酸ビニル、およびその混合物か
ら選択される非イオン性モノマー；
（Ｃ）式（ＩＶ）～（ＶＩＩ）によって表されるマクロモノマーから選択される少なくと
も１つの両親媒性マクロモノマー；および、任意選択で
（Ｄ）少なくとも１つの多価不飽和架橋性モノマー
を含む、項目１６～１９のいずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
（項目２１）
前記モノマー組成物が慣用的な多価不飽和架橋性モノマーを有していない、前記項目のい
ずれか１項に記載のＡＳＥポリマー。
（項目２２）
水性界面活性剤含有組成物であって、以下：
（ｉ）少なくとも１つのアニオン性界面活性剤、少なくとも１つの両性界面活性剤、少な
くとも１つの非イオン性界面活性剤、少なくとも１つの（ａ　ｌｅａｓｔ　ｏｎｅ）カチ
オン性界面活性剤、およびその混合物から選択される界面活性剤；
（ｉｉ）前記組成物全体の重量（１００パーセント活性ポリマー固体に対する全ポリマー
重量）に対して一態様では約０．０１～約２５重量パーセント、別の態様では約０．１～
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約１５重量パーセント、さらなる態様では約０．５～約１０重量パーセント、なおさらな
る態様では約０．７５～約８重量％、そして追加的な態様では約１～約５重量パーセント
の、項目１～２３のいずれか１項から選択される少なくとも１つのエマルジョンポリマー
；および
（ｉｉｉ）水
を含む、水性界面活性剤含有組成物。
（項目２３）
（ｉｖ）中和剤をさらに含む、項目２２に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目２４）
以下：
　Ａ）一態様では約５重量％～約３０重量％、別の態様では約６重量％～約２５重量％、
そしてさらなる態様では約８重量％～約１５重量％の界面活性剤成分（ｉ）；および
　Ｂ）一態様では約０．５重量％～約５重量％、別の態様では約０．７５～約３重量％、
そしてさらなる態様では約１重量％～約２重量％の前記エマルジョンポリマー成分（ｉｉ
）
（総活性ポリマーに対して）
を含む、項目２２または２３のいずれか１項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目２５）
前記アニオン性界面活性剤が、アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェート、
アルキルモノグリセリルエーテルスルフェート、アルキルモノグリセリドスルフェート、
アルキルモノグリセリドスルフェート、アルキルスルホネート、アルキルアルキルスルホ
ネート、アルキルホスホネート、アルキルスルホアセテート、アルキルスルホスクシネー
ト、アルキルエーテルスルホスクシネート、アルキルアミドスルホスクシネート、アルキ
ルスクシネート、アルキルカルボキシレート、アルキルアミドエーテルカルボキシレート
、Ｃ１４～Ｃ１６オレフィンスルホネート、アシルサルコシネート、アシルイセチオネー
ト、アシルメチルイセチオネート、アシルＮ－メチルタウレート、アシルグルタメート、
アシルラクチレート、アシルグリシネート、アシルアラニネート、およびその混合物のア
ルカリ金属塩およびアンモニウム塩から選択される、項目２２～２４のいずれか１項に記
載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目２６）
前記アニオン性界面活性剤が、約８～約２２個の炭素原子を含む飽和および不飽和脂肪酸
のアルカリ金属塩またはアンモニウム塩、ならびにその混合物から選択される、項目２２
～２５のいずれか１項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目２７）
前記両性界面活性剤が、（モノまたはジ）アルキルアンフォアセテート、アルキルベタイ
ン、アミドアルキルベタイン、アミドアルキルスルタイン、およびその混合物から選択さ
れる、項目２２～２６のいずれか１項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目２８）
前記非イオン性界面活性剤が、Ｃ８～Ｃ１８アルキルグルコシドおよびポリグルコシド、
Ｃ１０～Ｃ１８脂肪酸のスクロース、グルコース、ソルビトール、ソルビタンおよびポリ
グリセロールエステルから選択される、項目２２～２７のいずれか１項に記載の水性界面
活性剤含有組成物。
（項目２９）
前記アニオン性界面活性剤が、アルキル硫酸塩、アルキルエーテル硫酸塩、Ｃ１２～Ｃ２

２脂肪酸の塩、およびその混合物から選択される、項目２２～２８のいずれか１項に記載
の水性界面活性剤含有組成物。
（項目３０）
前記界面活性剤が、ラウリル硫酸ナトリウムおよびラウリル硫酸アンモニウム、ラウリル
エーテル硫酸ナトリウムおよびラウリルエーテル硫酸アンモニウム、Ｃ１４～Ｃ１６αオ
レフィンスルホン酸ナトリウム、ならびにその混合物から選択される、項目２２～２９の
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いずれか１項に記載の水性界面活性剤組成物。
（項目３１）
ラウリルベタイン、コカミドプロピルベタイン、コカミドプロピルヒドロキシスルタイン
、およびその混合物から選択される両性界面活性剤をさらに含む、項目３０に記載の水性
界面活性剤組成物。
（項目３２）
前記ラウリルエーテル硫酸のナトリウム塩およびアンモニウム塩が、１～３モルのエチレ
ンオキシド単位を含む、項目３０に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目３３）
不溶性物質、微粒子状物質、またはその組み合わせをさらに含む、項目２２～３２のいず
れかに記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目３４）
前記微粒子状物質が、雲母、被覆雲母、顔料、剥離剤、フケ防止剤、粘土、膨潤性粘土、
ラポナイト、マイクロスポンジ、化粧用ビーズ、化粧用マイクロカプセル、フレーク、香
料用マイクロカプセル、香料用粒子、およびその混合物から選択される、項目３３に記載
の水性界面活性剤含有組成物。
（項目３５）
香水、香料、香料油、およびその混合物をさらに含む、項目３３に記載の水性界面活性剤
含有組成物。
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